
紹
　
介

介紹

井
上
浩
一
著

『
ビ
ザ
ソ
ツ
倒
影
列
伝

ー
ー
憧
れ
の
都
に
咲
い
た
花
1
』

　
最
近
、
書
店
の
歴
史
コ
ー
ナ
ー
の
棚
を
覗
く
と
、

ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
、
オ
ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
申
事
国
、
ハ

プ
ス
ブ
ル
ク
朝
な
ど
、
既
に
滅
び
去
っ
て
久
し
い

国
家
を
扱
っ
た
文
献
が
、
そ
れ
ら
の
故
地
を
訪
ね

る
ビ
ジ
ュ
ア
ル
・
ブ
ッ
ク
の
類
を
含
め
て
何
冊
も

並
ん
で
い
る
。
多
く
の
民
族
が
入
り
混
じ
っ
て
暮

ら
す
多
様
な
国
土
を
ひ
と
り
の
皇
帝
が
統
べ
る
古

め
か
し
い
帝
国
の
記
憶
は
、
民
族
自
決
の
原
則
の

下
に
近
代
国
民
国
家
を
建
設
し
、
そ
れ
に
伴
う
数

々
の
根
羽
を
体
験
し
て
き
た
二
十
世
紀
末
に
生
き

る
我
々
に
と
っ
て
、
あ
る
種
の
郷
愁
を
感
じ
さ
せ

る
存
在
に
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た

流
行
が
た
と
え
一
過
性
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
て

も
、
こ
の
間
に
幾
つ
か
の
貴
重
な
業
績
が
公
刊
さ

れ
た
こ
と
は
素
直
に
喜
ん
で
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
こ
こ
に
紹
介
す
る
井
上
浩
一
氏
の
新
著
は
、
最

近
出
た
ビ
ザ
ン
ツ
関
係
の
文
献
の
な
か
で
も
、
赤

松
章
氏
の
美
し
い
写
真
と
益
田
朋
幸
氏
の
味
わ
い

深
い
文
章
が
共
鳴
し
あ
う
『
ビ
ザ
ソ
テ
ィ
ソ
美
術

へ
の
旅
』
（
平
凡
社
）
と
並
ん
で
、
そ
の
最
も
重

要
な
成
果
と
書
う
べ
き
も
の
だ
。

　
本
書
は
タ
イ
ト
ル
に
も
あ
る
よ
う
に
、
ビ
ザ
ソ

ツ
皇
妃
た
ち
の
伝
記
集
で
あ
る
。
こ
の
主
題
を
選

ん
だ
理
由
と
し
て
著
者
は
、
皇
帝
を
中
心
に
し
た

「
ビ
ザ
ン
ツ
史
を
見
な
お
す
ひ
と
つ
の
試
み
と
し

て
皇
帝
の
妃
に
着
目
し
た
」
と
語
っ
て
い
る
（
二

四
五
頁
）
。
皇
帝
中
心
史
観
を
克
服
す
る
気
な
ら
、

な
に
も
皇
帝
と
表
襲
一
体
の
関
係
に
あ
る
皇
妃
を

取
り
上
げ
な
く
と
も
よ
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

女
性
を
扱
う
な
ら
、
市
井
に
生
き
る
庶
民
の
女
性
、

地
方
貴
族
の
子
女
、
聖
者
伝
に
現
わ
れ
る
女
性
聖

者
な
ど
、
多
様
な
女
性
の
姿
を
掬
い
上
げ
る
手
法

も
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
勝
る
読
者
も
い
る

か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
著
者
の
狙
い
の
ひ
と
つ

は
、
幾
つ
も
の
伝
記
を
読
み
継
ぐ
な
か
で
、
ビ
ザ

ソ
ツ
帝
国
の
興
亡
の
歴
史
を
跡
付
け
る
こ
と
に
あ

る
の
で
あ
り
、
そ
の
点
で
定
点
観
測
の
場
と
し
て

は
、
国
家
権
力
の
中
枢
に
近
い
皇
紀
の
座
ほ
ど
好

適
な
も
の
は
な
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
お
く
必

要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
本
書
に
収
め
ら
れ
た
入
人
の
皇
妃
た
ち
の

横
顔
を
、
著
者
の
言
葉
を
援
用
し
つ
つ
紹
介
し
よ

、
つ
。

　
ひ
と
り
め
は
ア
テ
ナ
イ
ス
ー
ー
エ
ウ
ド
キ
ア
。
ア

テ
ナ
イ
の
哲
学
者
の
娘
と
し
て
生
ま
れ
、
テ
オ
ド

シ
ウ
ス
ニ
世
（
キ
リ
ス
ト
教
を
国
教
化
し
た
テ
オ

ド
シ
ゥ
ス
大
帝
の
孫
）
の
妃
に
な
っ
た
彼
女
は
、

古
代
か
ら
中
世
へ
と
時
代
が
移
り
ゆ
く
な
か
で
生

涯
を
送
る
。

　
次
に
登
揚
す
る
の
は
、
ロ
ー
マ
帝
国
再
興
を
夢

見
た
ユ
ス
テ
ィ
ニ
ア
ヌ
ス
帝
の
妃
テ
オ
ド
ラ
で
あ

る
。
本
書
の
表
紙
カ
バ
ー
に
も
採
ら
れ
た
ラ
ヴ
ェ

ン
ナ
の
聖
ヴ
ィ
タ
ー
レ
寺
院
の
モ
ザ
イ
ク
か
ら
そ

の
容
貌
を
知
ら
れ
る
踊
り
子
上
が
り
の
皇
后
を
、

プ
ロ
コ
ピ
オ
ス
は
『
秘
史
』
の
な
か
で
酷
評
し
て

い
る
。

　
七
世
紀
、
相
次
ぐ
外
敵
の
豊
漁
に
、
帝
国
は
危

機
の
時
代
に
突
入
す
る
。
こ
の
国
難
に
果
敢
に
挑

ん
だ
皇
帝
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
の
再
婚
の
相
手
は
彼

自
身
の
姪
マ
ル
チ
ィ
ナ
だ
っ
た
。
ご
人
は
常
に
近

親
相
姦
の
諺
り
を
浴
び
、
皇
帝
の
死
後
、
彼
女
に

は
悲
惨
な
運
命
が
待
ち
受
け
て
い
た
。

　
八
世
紀
後
半
の
皇
帝
レ
オ
ン
四
方
の
妃
エ
イ
レ

ー
ネ
ー
は
、
む
し
ろ
実
の
息
子
を
廃
し
て
ビ
ザ
ソ

ツ
史
上
初
の
女
帝
に
な
っ
た
こ
と
で
有
名
で
あ
る
。

イ
コ
ノ
ク
ラ
ス
ム
を
終
結
さ
せ
た
こ
と
で
聖
人
に

も
列
せ
ら
れ
て
い
る
彼
女
は
、
権
力
の
魔
性
に
取
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り
愚
か
れ
た
女
性
で
も
あ
っ
た
。

　
十
世
紀
以
降
、
マ
ケ
ド
ニ
ア
朝
の
下
、
ビ
ザ
ン

ツ
帝
国
は
新
た
な
繁
栄
の
聴
代
に
入
る
が
、
同
王

朝
の
正
嫡
ロ
マ
ノ
ス
ニ
世
の
妃
に
な
っ
た
テ
オ
フ

ァ
ノ
は
、
夫
の
死
後
、
小
ア
ジ
ア
に
勃
興
し
た
大

貴
族
家
門
の
二
人
の
代
表
者
の
権
力
闘
争
に
翻
弄

さ
れ
て
ゆ
く
。

　
こ
こ
ま
で
に
登
場
し
た
三
無
の
大
多
数
が
無
名

の
家
系
の
出
だ
っ
た
の
に
対
し
、
六
人
目
の
エ
イ

レ
ー
ネ
…
・
ド
ゥ
！
カ
イ
ナ
は
帝
国
有
数
の
名
門

貨
族
家
門
の
出
身
だ
っ
た
。
彼
女
が
学
区
の
地
位

を
占
め
た
こ
と
は
、
十
一
世
紀
宋
に
貴
族
勢
力
の

結
集
の
う
え
に
国
家
再
建
の
基
盤
を
築
こ
う
と
し

た
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
国
家
体
制
を
象
徴
す
る
も
の

と
雷
え
る
だ
ろ
う
。

　
コ
ム
ネ
ノ
ス
朝
の
時
代
は
十
字
軍
運
動
に
代
褒

さ
れ
る
西
欧
勢
力
の
東
地
中
海
進
出
、
発
展
の
時

代
で
も
あ
っ
た
。
フ
ラ
ン
ス
王
ル
イ
七
福
の
娘
ア

エ
ェ
ス
は
幼
く
し
て
ビ
ザ
ソ
ツ
皇
帝
ア
レ
ク
シ
オ

ス
ニ
世
の
花
嫁
に
迎
え
ら
れ
る
が
、
後
に
第
四
回

十
字
軍
に
よ
る
第
二
の
祖
国
滅
亡
に
立
ち
会
う
こ

と
に
な
る
。

　
そ
の
後
、
約
半
世
紀
を
経
て
ビ
ザ
ン
ツ
帝
国
は

復
活
す
る
が
、
も
は
や
国
運
の
頽
勢
は
押
し
と
ど

め
よ
う
が
な
い
。
本
書
の
掠
尾
を
飾
る
ヘ
レ
ネ
・

パ
ラ
イ
オ
ロ
ギ
ナ
は
、
セ
ル
ビ
ア
か
ら
輿
入
れ
し
、

帝
国
最
後
の
皇
帝
の
母
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。

　
以
上
の
要
約
か
ら
、
本
書
を
通
読
す
れ
ば
、
波

瀾
に
窟
ん
だ
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
の
歴
史
の
大
要
も
同

時
に
把
握
で
き
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
だ
ろ
う
。
二
者
自
身
、
「
初
め
て
ビ
ザ
ン

ツ
世
界
の
扉
を
叩
く
方
に
も
、
こ
の
世
界
の
魅
力

を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
叙
述
に
も
工
夫
し
て

い
る
」
（
九
頁
）
と
語
る
ご
と
く
、
文
章
は
平
易

で
、
わ
か
り
や
す
い
。
た
だ
、
本
書
の
副
題
に
な

　
っ
て
い
る
「
憧
れ
の
都
に
咲
い
た
花
」
を
は
じ
め
、

　
「
大
輪
の
花
」
、
「
評
し
い
花
」
な
ど
、
「
花
」
の

比
喩
を
多
用
し
て
い
る
点
は
、
美
女
を
形
容
す
る

常
套
句
で
あ
る
と
は
い
え
、
男
に
愛
で
ら
れ
、
観

賞
さ
れ
る
受
動
的
存
在
が
連
想
さ
れ
て
、
少
し
気

　
に
な
っ
た
。

　
と
も
あ
れ
、
本
書
の
主
人
公
た
ち
に
注
が
れ
る

著
者
の
眼
差
し
は
そ
の
人
柄
そ
の
ま
ま
に
慈
愛
に

満
ち
て
温
か
い
。
そ
れ
は
、
た
と
え
て
言
え
ば
、

，
裁
く
神
の
視
線
で
は
な
く
、
赦
す
神
の
そ
れ
だ
。

我
が
国
で
も
多
く
の
訳
が
出
て
い
る
フ
ラ
ン
ス
の

中
世
史
家
レ
ジ
ー
ヌ
・
ペ
ル
ヌ
ー
の
語
り
口
を
思

　
い
出
し
た
読
者
も
少
な
く
あ
る
ま
い
。
皇
著
た
ち

　
の
生
涯
に
は
凄
惨
な
挿
話
も
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い

　
る
が
、
そ
れ
ら
も
ゐ
彼
女
た
ち
が
懸
命
に
運
命
に

立
ち
向
か
っ
て
ゆ
く
な
か
で
の
玉
来
事
と
し
て
、

概
ね
好
意
的
に
物
語
ら
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
な

か
で
も
、
第
三
章
で
ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
帝
の
十
年

に
わ
た
る
「
謎
の
無
気
力
」
を
め
ぐ
る
く
だ
り
で
、

最
初
の
妻
エ
ウ
ド
キ
ア
の
死
に
そ
の
原
因
を
求
め
、

マ
ル
チ
ィ
ナ
と
の
再
婚
が
皇
帝
に
精
気
を
蘇
ら
せ

た
の
だ
、
と
い
う
主
張
は
、
関
係
史
料
の
乏
し
い

な
か
、
そ
の
あ
ま
り
に
ロ
マ
ン
テ
ィ
ッ
ク
な
結
論

と
も
相
侯
っ
て
、
こ
こ
ま
で
大
胆
に
踏
み
込
ん
で

も
よ
い
も
の
か
、
と
心
配
に
な
る
ほ
ど
で
あ
る
。

ヘ
ラ
ク
レ
イ
オ
ス
没
後
の
一
族
内
の
権
力
闘
争
も
、

当
人
た
ち
は
互
い
に
善
意
を
抱
き
な
が
ら
、
時
代

の
奔
流
に
押
し
流
さ
れ
た
結
果
と
し
て
描
き
出
す

な
ど
、
こ
う
し
た
、
登
営
人
物
の
大
半
が
善
人
で

占
め
ら
れ
る
舞
台
に
、
な
に
か
物
足
り
な
さ
を
覚

え
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
そ
の
人
が
、
権
謀
術
数

と
宮
廷
陰
謀
の
渦
巻
く
ビ
ザ
ソ
ツ
帝
国
、
と
い
う

固
定
観
念
に
既
に
搦
め
取
ら
れ
て
い
る
証
左
な
の

か
も
し
れ
な
い
。

　
本
稿
の
準
備
中
、
著
者
か
ら
、
本
書
一
七
〇
頁

に
、
皇
帝
イ
サ
キ
オ
ス
一
蝕
が
弟
ヨ
ハ
ネ
ス
を
カ

エ
サ
ル
（
副
皇
帝
）
に
指
名
し
た
、
と
い
う
記
述

は
記
憶
違
い
に
よ
る
も
の
で
、
事
実
は
ク
ロ
パ
ラ

テ
ス
（
皇
族
相
当
の
爵
位
）
へ
の
叙
任
で
あ
る
旨
、

通
知
を
受
け
た
。
愚
老
の
意
向
に
添
い
、
こ
の
場
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を
借
り
て
、
右
の
よ
う
に
訂
正
し
て
お
く
。

　
　
　
（
A
5
判
　
二
四
六
買
　
一
九
九
六
年
三
月

　
　
　
　
筑
摩
蚕
房
　
二
四
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
（
根
漆
由
喜
夫
　
富
山
大
学
助
教
授
）

　
　
受
贈
図
書

　
　
　
　
　
　
（
｝
九
九
六
年
六
月
二
八
日
～

　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
七
年
一
月
十
六
β
）

札
幌
大
学
総
合
論
叢
　
創
刊
号

文
化
人
類
学
（
民
族
学
振
興
会
）
　
三

〇d

X
U
↓
工
＝
ス
員
で
じ
導
ゆ
＝
両
点
＝
O
門
○
℃
寓
鵠

　
（
エ
＞
S
〈
〉
）
　
日

研
究
紀
要
（
愛
媛
県
歴
史
文
化
博
物
館
）
　
一

大
美
和
（
大
神
神
社
）
　
九
一
、
九
二

史
料
（
皇
学
館
大
学
史
料
編
纂
所
）
　
一
四
二
～

　
一
四
五

歴
史
学
報
（
歴
史
学
会
）
　
一
五
〇

釜
山
史
学
（
釜
山
史
学
会
）
　
三
〇

史
遊
（
京
都
教
育
大
学
歴
史
・
地
理
学
研
究
会
）

　
二
～
五

福
建
師
範
大
学
学
報
　
一
九
九
五
一
四
、
一
九
九

　
六
－
｝
、
二

人
類
学
会
ニ
ュ
…
ズ
レ
タ
ー
（
日
本
人
類
学
会
）

　
二一

橋
弘
忌
門
（
一
橋
大
学
一
橋
学
会
）
　
　
一
　
一
六
1

　
｝
～
六

総
合
研
究
所
報
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
）
　
一

　
八
四
～
一
八
八

人
文
地
理
（
人
文
地
理
学
会
）
　
四
八
i
三
～
五

歴
史
研
究
（
大
阪
教
育
大
学
歴
史
学
研
究
蜜
）

　
三
三

東
方
学
会
報
（
東
方
学
会
）
　
七
〇
、
七
一

法
学
志
林
（
法
政
大
学
法
学
志
林
協
会
）
　
九
三

　
一
二
～
四

大
東
文
化
大
学
漢
学
会
誌
（
大
東
文
化
大
学
漢
学

　
会
）
　
三
五

尾
道
短
期
大
学
五
〇
年
史
（
尾
道
短
期
大
学
）

古
脊
椎
動
物
学
報
（
中
国
科
学
院
　
古
脊
椎
動
物

　
与
古
人
類
研
究
所
）
　
三
四
i
二
～
四

史
友
（
青
山
学
院
大
学
史
学
会
）
　
二
七
、
二
八

社
会
科
学
論
叢
（
長
崎
大
学
教
育
学
部
）
　
五
二

神
戸
大
学
史
学
年
報
（
神
戸
大
学
史
学
研
究
会
）

　
二

人
文
論
叢
（
福
岡
大
学
総
合
研
究
所
）
　
二
八
－

　
一
～
三

ア
ジ
ア
研
究
所
所
報
（
亜
細
亜
大
学
ア
ジ
ア
研
究

　
所
）
　
八
三
、
八
四

大
久
保
利
謙
文
庫
臼
録
二
（
立
教
大
学
図
書
館
）

東
ア
ジ
ア
研
究
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ
ア
研

　
究
所
）
　
一
三

ア
ジ
ア
フ
ォ
…
ラ
ム
（
大
阪
経
済
法
科
大
学
ア
ジ

　
ア
研
究
所
）
　
　
＝
ニ

ア
ジ
ア
セ
ン
タ
ー
ニ
ュ
ー
ス
（
国
際
交
流
基
金
ア

　
ジ
ア
セ
ン
タ
…
）
　
二
、
三
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